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電子式 Truma CP plus1 コントロールパネルは、Combi CP 
plusヒーターおよび/または Truma エアコンシステムを
制御および監視するために使用されます。
Truma CP plus1 は、Truma アプリおよび Truma iNet Box を
介して接続された機器を操作するためのインターフェイ
スとして機能します。
Truma CP plus1 では、以下のシステムを操作できます
:– Saphir compact2
– Saphir comfort RC
– Aventa eco
– Aventa comfort3
Truma CP plus1 は、キャラバンおよびモーターホームへ
の設置を目的としています。ボートへの設置は許可され
ていません。

Truma CP plus コントロールパネルは、古い Combi 
ヒーターに後付けできます。
詳細は、Truma サービスまたは認定サービスパート
ナーにお問い合わせください。

– Truma CP plus コントロールパネルは、技術的に完璧
な状態にある場合にのみ操作してください。
–修理は直ちに行う必要があります。この操作マニュ
アルのトラブルシューティングガイドに解決策が記載
されている場合にのみ、自分で修理を行ってください。
– Truma CP plus コントロールパネルの修理作業や変更
は行わないでください。
–故障した Truma CP plus コントロールパネルは、製造
元または製造元のサービス部門のみが修理できます。

–燃料補給中、立体駐車場、ガレージ、フェリー内では、
LP ガス器具を絶対に使用しないでください。Truma アプ
リまたはタイマースイッチによってヒーターが再びオン
にならないように、Truma CP plus コントロールパネルを
オフにしてください (「オン/オフの切り替え」を参照)。

–システムへの電源供給が中断された場合は、時間/タイムス
イッチをリセットする必要があります。–新しい機器または交
換機器 (ヒーター、エアコンシステム、または Truma iNet Box) 
がバスシステムに接続されている場合は、「初期起動」で説
明した手順を繰り返す必要があります。
– Combi CP plus ヒーターが Truma CP plus コントロールパネル
に接続されている場合、ZUCB タイムスイッチは使用できなく
なります。

空調システム – IR リモコンと Truma CP plus コントロール
パネルの共用
– Truma CP plus コントロールパネルを接続した後でも、IR 
リモコンを使用して空調システムを制御できます。
Truma CP plus コントロールパネルは、空調システムの IR 
リモコンを使用して行われたすべての設定を認識します。
IR リモコンは、ディスプレイに表示される設定のみを送
信します (双方向通信はありません)。– Truma CP plus コン
トロールパネルのタイムスイッチのみを使用して、必要
な期間の開始時間と終了時間を明確に定義できます。

1： CI-BUS 用の Truma CP plus CI-BUS –後付け不可。
2：シリアル番号 23091001 以降。Combi CP plus ヒーターと併用する場合、
空調システムとヒーター間の「コントロールパネルケーブルカップリ
ング」が絶対に必要です。「コントロールパネルケーブルカップリン
グ」は別途注文してください。インバーターTG 1000 sinus と併用不可。
3：シリアル番号 24084022 以降。

1 = ディスプレイ
2 = ステータスバー
3 = メニューバー (上部)
4 = メニューバー (下部)
5 = 230 V 主電源インジケーター (電源)
6 = タイムスイッチディスプレイ
7 = 設定 / 値
8 = ロータリープッシュボタン
9 = 戻るボタン

メニューは行 (3 + 4) で選択でき、ロータリープッシュボタン
(8) を使用して設定を行うことができます。ディスプレイ (1) の
背景は点灯しています。戻るボタン (9) はメニューから戻ると
きに使用できます。

回転プッシュボタン
設定値とパラメータは、回転プッシュボタン (8) を使用
して選択および変更でき、タップして保存できます。
選択したメニュー項目が点滅します。

–メニューを左から右に移行します。
–値を増やします (+)。

–メニューを右から左へ移行します。
–値を減らします (-)。

–選択した値を保存します。
–メニュー項目を選択し、レベル設定に切り
替えます。

–メインスイッチのオン/オフ。
–機器の検索中に Truma iNet Box が認識され
た場合、回転プッシュボタンの機能が変わ
ります (28 ページの「iNet Box と連動した
APP モード」を参照)。

操作の途中で戻るボタン（9）を押すと、メニューに戻り、これまで
の設定が破棄されます。

以前の値が保持されます。



初期起動

初期起動を実行するには、次の手順が必要です。
–電源をオンにします。CP plus コントロールパネルと Combi 
には 12 V の直流電圧、エアコンシステムと Combi E には 230 
V の主電源電圧。
–メニュー項目「サービスメニュー」->「リセット」->「PR 
SET」で機器の検索を開始します。
確認後、Truma CP plus コントロールパネルは自動的に初期化
されます。この処理中はディスプレイに「INIT ..」と表示され
ます。これにより、見つかった機器が Truma CP plus コント
ロールパネルに保存されます。

Truma CP plus コントロールパネルを電源に接続した後、
数秒後にスタート画面が表示されます。

–ディスプレイは、時間と設定室温の間で切り替
わります。
– Truma アプリ、空調システムの IR リモコン、
または CI BUS 経由でのコマンドによる特別な
ディスプレイ (37 ページの「特別なディスプレ
イ」を参照)。
–修理 / 改造後は、「初期起動」で説明した手順
を繰り返す必要があります。

Truma CP plus コントロールパネルのメニューバー (3、4) の
機能は、任意の順序で選択できます。操作パラメータは、
ステータスバー (2) とディスプレイ (5、6) に表示されます。
設定レベルを選択
–回転プッシュボタンをタップします。ディスプレイに設
定レベルが表示されます。最初のアイコンが点滅します。

電源を入れる switch ON
-回転プッシュボタンをタップします。

–オンにすると、以前に設定した値/動作パラメー
タが再度有効になります。

電源を切る switch OFF
–回転プッシュボタンを 4 秒以上押します。

– 2 秒後にディスプレイに「APP」1 が表示されます。
–さらに 2 秒後に「OFF」が表示されます。
– Truma CP plus コントロールパネルの無効化手順は、内部
の暖房または空調システムのアフターランにより、数分
遅れる場合があります。

iNet Box との組み合わせのみ。

iNet Boxと連携したAPPモード

操作APP モードでは、接続された機器と Truma CP plus 
コントロールパネルはスタンバイ状態になります。
–暖房機能なし。
–温水暖房なし。
–エアコンシステムの作動なし。
– Truma CP plus コントロールパネルに時間スイッチ機
能なし。
– CP plus コントロールパネルは、Truma アプリまたは
エアコンシステムの赤外線リモコンを介してコマンド
を受信する準備が整った状態のままです。
これは、接続された機器が Truma アプリまたはエアコ
ンシステムの赤外線リモコンを介して操作可能である
ことを意味します。
APP モードの起動
–ディスプレイに「APP」が表示されるまで、回転プッ
シュボタンを約 2 秒間押します。
–回転プッシュボタンを放します。
–以前に設定した値が保存されます。

APP モードの終了
– Truma アプリまたはエアコンシステムの赤外線リモコ
ンを介して新しい値が決定された場合。
–回転プッシュボタンを押して Truma CP plus コント
ロールパネルが起動された場合。以前に保存された値
が、新しい操作に受け入れられます。

（＊次回、起動時にデータを上書き）

室温の変更

–回転プッシュボタンでメニューバー (3) のアイコンを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–接続されている機器に応じて、回転プッシュボタンを使用して、
暖房システム (HEATER)、空調システム (AC)、または自動空調シス
テム 1 (AUTO) を選択します。
–回転プッシュボタンをタップして選択を確定します。
–回転プッシュボタンで希望の温度を選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確定します。

設定可能な温度範囲 5～30 °C (1 °C 単位)

ヒーター

ヒーターをオフにするには、5 °C 未満の温度範囲 (オフ) 
を選択する必要があります。

1：自動空調制御（AUTO）は、サービスメニューで「ACC」が有効
になっている場合のみ有効です（35ページの「サービスメニュー」
を参照）。
工場出荷時のデフォルト設定は「無効」です。
2：希望の室温に達するまでシンボルが点滅します。



設定可能な温度範囲 16～31 °C（1 °C 単位）
b = COOL –エアコンシステム ＝オン
c = AUTO –エアコンシステム ＝自動に設定
d = HOT –エアコンシステム ＝暖房モード
e = VENT –エアコンシステム ＝空気循環モード

回転プッシュボタンで、温度変更が出来ます。
（スタンバイ画面）

設定可能な温度範囲は 18 ～ 25 °C (1 °C 刻み)

ヒーターとエアコンの自動切り替えにより、車内の温度を
一定に保てます。

–自動空調制御が作動中

自動空調制御による操作の要件
:–ヒーターとエアコンシステムが接続されている必要があり
ます。
–サービスメニューで自動空調制御「ACC」を有効にする必要
があります (35 ページの「サービスメニュー」を参照)。

回転プッシュボタンでメニューバー (3) のアイコンを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–回転プッシュボタンで希望のレベルを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

– = OFF –温水生成器がオフになります。
a = ボイラー 1 –ボイラーがオンになります。
b = eco2 –温水温度 40 °C
c = hot –温水温度 60 °C
d = boost1 –ボイラー内の水を最大 40 分間、急速加熱します

(ボイラー優先)
その後、水温は 2 回の加熱サイクル (約 62 °C) の間、より高い
レベルで維持されます –コンビディーゼルではありません。
設定水温に達した後、部屋の暖房は継続されます。

1: このシンボルは、必要な水温に達するまで点滅します。
2: 温水温度は、室内と給湯器の併用で 40 °C で限られた時
間のみ維持できます。
オーストラリアのモデルではご利用いただけません。

エネルギー源の選択

回転プッシュボタンでメニューバー (3) のアイコンを選択しま
す。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–回転プッシュボタンで希望のエネルギー源を選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

アイコン 動作モード エネルギータイプ

1: 混合および電気モード。電気加熱要素を備えたヒーターでのみ
可能です。例: Combi E CP plus。
2: ガス/ディーゼル用の電力。対応するヒーターの取扱説明書を
参照してください。

ヒーターがオンになるとすぐに（室温、温水レベルが有効）、ス
テータスラインに前回の加熱手順で選択されたエネルギータイプ
が表示されます。工場出荷時の設定はガス / ディーゼルです。

–主電源電圧 230 V の中断: 
暖房システムは自動的にガスおよびディーゼルモードに切り替わ
ります。
230 V 電源が回復すると、暖房システムは自動的に混合モードに戻
ります。

–燃焼手順の障害 (例: 燃料不足)。

暖房システムは自動的に電気モードに切り替わ
ります。ヒーターが再び混合モードで作動する
には、Truma CP plus コントロールパネルで障害
の原因を修復し、確認する必要があります。

38 ページの「障害」を参照してください。

暖房システムに障害が発生します。ヒーターが再び
混合モードで作動するには、障害の原因を修復し、
Truma CP plus コントロールパネルで確認する必要が
あります。障害が続く場合は、「電気」エネルギー
タイプに切り替えます。

– 230 V 電源が中断され、12 V 電源がオンになると、ディスプ
レイにエラーコードが表示されます。

– 230 V 電源が回復すると、ヒーターは既存の設定で自動的に
起動します。エラーコードは消えます。



暖房/空調システム接続時
–回転プッシュボタンでメニューバー (3) のアイコンを選択
します。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–回転プッシュボタンで希望のファンレベルを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

アイコン 動作モード 説明

ファンはオフです。
(機器が動作していない場合にの
み選択できます)。
機器が作動しておらず、温水発生
器がオフになっている場合、空気
は循環します。
10 段階の速度設定が可能です。
低速ファンレベル
高速ファンレベル
急速暖房
選択した室温と実際の室温の差が
10 °C を超える場合に使用可能

ヒーターがオンになるとすぐに（室温、温水レベルを選
択）、ステータスバー（2）に前回の加熱手順で選択され
たファンレベルが表示されます。
工場出荷時の設定は「ECO」です。

アイコン 動作モード 説明

ファンはオフです。
(機器が動作していない場合にのみ選
択できます)。

------
低速ファンレベル
中速ファンレベル
高速ファンレベル
超静音ファン動作
ファンレベルの自動選択。
AUTOモードでは変更できません

自動空調制御ではファンレベルを選択できません。

–空調システムのファンレベルは自動的に決定されます。

–ヒーターは「ECO」のみ使用できます。

1:使用頻度によってはモーターの摩耗が増加する可能性があります。
2:ファンレベル「高」では、消費電力が増加し、騒音レベルが上昇
し、モーターの摩耗が増加します。
3:コンビディーゼルではご利用いただけません。

有毒な排気ガスの危険。

作動中のタイムスイッチは、車両が駐車されているときでも
ヒーターをオンにします。ヒーターの排気ガスは、密閉され
た空間（ガレージ、作業場など）では有毒になる可能性があ
ります。
車両が密閉された部屋に駐車されている場合：
–ヒーターへの燃料供給（ガスまたはディーゼル）を遮断し
ます。
– Truma アプリまたはタイムスイッチによってヒーターが再
びオンにならないように、Truma CP plus コントロールパネ
ルをオフにします（「オン/オフの切り替え」を参照）。

–空調システムが作動しているときは、Truma CP plus コント
ロールパネルのタイムスイッチは、必要な期間の開始時間と
終了時間を明確に定義するためにのみ使用してください。
–タイムスイッチがアクティブ (オン) になっている場合は、
最初にタイムスイッチの非アクティブ化メニューが表示され
ます (オフ)。

–回転プッシュボタンでメニューバー（4）のアイコンを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。

–回転プッシュボタンで時間、分を設定します。

開始時刻を入力

–回転プッシュボタンで時間、分を設定します。

終了時刻を入力

入力中に開始/終了点を超えた場合、次の開始/終了点に到
達するまで動作パラメータは考慮されません。

それまでは、タイムスイッチの外部で設定された動作パラメータ
は有効なままです。



–接続されている機器に応じて、ロータリープッシュボタンを使
用してヒーター、エアコンシステム、または AUTO を選択します。
–ロータリープッシュボタンをタップして選択を確定します。
–ロータリープッシュボタンで必要な室温を選択します。
–ロータリープッシュボタンをタップして値を確認します。

–回転プッシュボタンで必要なお湯のレベルを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

– 回転プッシュボタンで必要なエネルギー源を選択します。
– 回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

電気加熱要素を備えた暖房システムが接続されている場合、
エネルギータイプの選択メニューが表示されます。

–回転プッシュボタンで希望のファンレベルを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

ファンレベル選択メニューは、ヒーター/温水レベルが設定さ
れている場合にのみ使用できます。

自動気候制御 AUTO では使用できません。

–回転プッシュボタンで時間スイッチをアクティブにします (ON)。
–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

–タイムスイッチは、たとえ数日間であっても、非アクティブ
(OFF) にされるまでアクティブのままです。
–タイムスイッチがプログラムされ、アクティブになっている
場合、タイムスイッチアイコンが点滅します。

–ロータリープッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–ロータリープッシュボタンで時間スイッチを無効にします (OFF)。
–ロータリープッシュボタンをタップして値を確認します。

エアコンシステムが接続されている場合、使用可能です

Aventa comfort または
Aventa eco

–回転プッシュボタンでメニューバー (4) のアイコンを選択します。
–回転プッシュボタンをタップして設定レベルを変更します。
–回転プッシュボタンで必要な機能を選択します。

1 – 5 –照明をオンにします。
明るさは 5 段階で選択できます。

OFF –照明をオフにします。

–回転プッシュボタンをタップして値を確認します。

–回転プッシュボタン（8）で、メニューバー（4）の「時間設定」シンボル
を選択します。

時間表示が点滅します。

–回転プッシュボタン（8）で時間を設定します。
–回転プッシュボタン（8）をもう一度タップすると、分表示が点滅します。
–回転プッシュボタン（8）で分を設定します。
–回転プッシュボタン（8）をタップして値を確定します。



1. ヒーターの室温センサーの校正（オフセット）
ヒーターの室温センサーは、センサーの設置状況に合わせて
個別に調整できます。
0℃～-5℃の範囲で0.5℃刻みで設定できます。

例: 室温を 23 °C に設定;
オフセット = -1 °C;
–ヒーターの設定値 = 22 °C

プリセット: 0 °C (摂氏)。

自動空調制御の作動中、感知された室温は、冷房時と暖房時
で異なって感じられることがあります。「AC SET」は、冷房
と暖房のオフセットを設定するために使用します。設定は、
0 °C ～ +5 °C の範囲内で 0.5 °C 単位で行うことができます。

例: 室温を 23 °C に設定;
AC SET = 2 °C

–エアコンシステムの設定値 =25 °C

プリセット: +1 °C (摂氏)。

1:エアコンとヒーターが接続されている場合にのみ使用できます。
2:ACCが「ON」に設定されている場合にのみ使用できます。

自動気候制御機能AUTOは、「ACC」で起動
またはブロックされます。

–自動空調制御機能 AUTO が有効になります。自動空
調制御機能 AUTO は、室温メニューで選択できます。

–サービスメニューに「AC SET」が表示されます。

–自動空調制御機能 AUTO がブロックされています。

プリセット: OFF

Truma 自動空調コントロールの機能は、適切な取り付けに
よって左右されます。

Truma ディーラー/パートナーが、お客様の車両が適合するかどうか
を喜んでアドバイスいたします。

自動空調制御が期待通りに機能するための要件:

1.空調システムとヒーターは、自動空調が適用される車両エリ
ア全体をカバーします。

2. ヒーターの室温センサーは自動空調制御のリードセンサーで
す、適切な場所、
つまり
–必要な室温に達するエリアに設置する必要があります。
–外気温や日光の影響を受けないようにします。

–暖かい空気ダクト、冷たい空気ダクト、その他の熱源の近くに
置かないでください。
–空気出口からの暖かい空気または冷たい空気が室温センサーに
当たらないようにしてください。Aventa エアコンシステムの空気
スロットルを調整するときは、特にこの点に注意してください。
–空気の循環が良好で、車両の天井に当たらないようにしてくだ
さい。
Truma のディーラー / Truma パートナーは、自動空調システムを
正しく設置するためのトレーニングを受けています。
当社のディーラー / Truma パートナーは、www.truma.com で見つ
けることができます。

4. °C / °F 温度表示
温度表示を°C (摂氏) または°F (華氏) から選択します。

5. 背景照明の変更
Truma CP plus コントロールパネルの背景照明を 10 段階で変更しま
す。

6. 12時間/24時間モード
12時間(午前、午後)/24時間モードで時間を表示します。

7. 言語を変更する
言語（ドイツ語、英語、フランス語、イタリア語）を選択します。

8. バージョン番号の表示
ヒーター、エアコンシステム、Truma CP plus コントロールパネル、または
iNetBox のバージョン番号を表示します。

アプライアンス
C = Truma CP plus コントロールパネル
C = Truma CP plus コントロールパネル CI-BUS
A = 空調システム
H = ヒーター
T = Truma iNet ボックス



9. プリセット (リセット)
リセット機能は、Truma CP plus コントロールパネルを工場出
荷時の設定にリセットします。これにより、すべての設定が
削除されます。新しく接続された機器が認識され、Truma CP 
plus コントロールパネルに保存されます。
–電源をオンにしますCP plus コントロールパネルと Combi の
場合は 12 V の直流電圧、エアコンシステムと Combi E の場合
は 230 V の主電源電圧。

リセットを実行します
–ロータリープッシュボタン (8) で「RESET」を選択します。
–ロータリープッシュボタン (8) をタップします。
–ディスプレイに「PR SET」が表示されます。
–ロータリープッシュボタン (8) をタップして確定します。

確認後、Truma CP plus コントロールパネルは初期化され
ます。
進行中はディスプレイに「INIT ..」と表示されます。

特別な表示

230 V の主電源電圧が利用可能

このシンボルは、接続されたヒーターおよび/またはエアコ
ンシステムで 230 V の主電源電圧 (電力) が利用可能であるこ
とを示します。

Truma アプリと iNet Box

モバイル端末の Truma アプリからコマンドが送信されると、
ディスプレイに「APP」と表示されます。

赤外線 (IR) リモコン (エアコンシステム)

エアコンシステムの赤外線リモコンからコマンドが送信され
ると、ディスプレイに「IR」と表示されます。

外部コントロールパネル（CI-BUS）
CI-BUS で外部コントロールパネルからコマンドを送信する
と、ディスプレイに「CI」が表示されます。

Truma CP plus コントロールパネル CI-BUS は、工場でのみ構
成される当社独自のバリエーションです。

このシンボルは、動作パラメータが未定義の状態に達したこと
を示します。この場合、関係する機器は動作を続けます。動作
パラメータが再び目標範囲内に入ると、このシンボルは自動的
に再び消えます。

警告コードを読み出す
–回転プッシュボタンでアイコンを選択します。
–回転プッシュボタンをタップします。現在の警告コードが表示さ
れます。トラブルシューティングガイド (40 ページ以降) を参考に
して、警告の原因を特定し、解決することができます。

原因が解消した / 設定レベルに戻る
–回転プッシュボタンをタップします。

原因が解消していない / 設定レベルに戻る
–戻るボタンを押します。

この場合、Truma CP plus コントロールパネルの警告は確認さ
れず、警告シンボルが残ります。

影響を受ける機器は警告状態のままです。
接続されている他の機器は操作できます。

障害

障害が発生した場合、Truma CP plus コントロールパネルはす
ぐに「障害」メニューレベルにジャンプし、障害の障害コード
を表示します。障害の原因は、トラブルシューティングガイド
(40 ページ以降) の助けを借りて特定し、解決することができま
す。

原因が解消されました / 設定レベルに戻ります

–回転プッシュボタンをタップします。ディスプレイがスタンバイモードの
場合、タップすると背景照明が点灯し、もう一度タップして障害を確認する
必要があります。
–それぞれの機器が再起動します。

接続されたアプライアンスの内部アフターランのため、これに
は数分かかる場合があります。

原因が解決されない場合、障害は再び発生し、コントロールパネルは
再び「障害」メニューレベルにジャンプします。

コントロールパネルディスプレイに障害コードが点滅する場
合は、最大 15 分経過するまでリセットできません。

原因が解消されていない / 設定レベルに戻る
–戻るボタンを押します。

この場合、Truma CP plus コントロールパネルの障害は認識されて
おらず、警告シンボルはそのまま残ります。

機器は障害状態のままです。接続されている他の機器は操作できます。



メンテナンス
Truma CP plus コントロールパネルはメンテナンス不要です。
フロントパネルを清掃するには、湿らせた非研磨性の布を使
用してください。それでも十分でない場合は、中性石鹸水を
使用してください。

廃棄

Truma CP plus コントロールパネルは、使用されている各国の
行政規制に従って廃棄する必要があります。

国の規制と法律 (ドイツでは、廃車規制など) を遵守する必要
があります。

安全に関する注意事項
車載設備は、それぞれの使用国の技術規制
および行政規制に準拠する必要があります
(例: EN 1648、VDE 0100-721)。
その他の国では、関連する規制を遵守する
必要があります。国内の規制および規則に
従う必要があります。

セット内容
Truma CP plus コントロールパネル 1 台
カバー 1 個 (タイプによって異なります)
ネジ 1 本 (コントロールパネル上部を固定)
壁取り付け用ネジ 4 本 (タイプによって異なります)
操作および設置手順 1 セット
12 V コネクタケーブル 30 cm 1 本 (+ = 赤、- = 赤/黒)
1 A ヒューズ付きヒューズホルダー 1 個 (タイプによって異なります)
TIN バスコネクタケーブル 6 m 1 本 (タイプによって異なります)

別売り:
CP plus カバー
さまざまな長さのコネクタケーブル (TIN バス)
DBT 取り付けフレーム

説明

Truma CP plus コントロールパネル (極性反転保護付き) には、12 V コ
ネクタケーブルを介して電圧が供給されます。コントロールパネル
は、コネクタケーブル (TIN バス) を介して Combi CP plus ヒーターお
よび/または空調システム、または Truma iNet Box に接続されます。

独立して設置される CP plus コントロールパネルは、水平面の壁面取
り付けに適しています。



設置場所の選択

Truma CP plus コントロールパネルは、湿気や湿度から保護された
場所に設置してください。

文字の読みやすさを最適にするために、Truma CP plus コン
トロールパネルを目の高さに取り付けます。

規則を守ってください !

プラスケーブルには 1 A のヒューズが必要です。

TIN バスと 12 V 動作電圧のコネクタケーブルを、張力をかけ
ずにループ状に配線します。

プラグ接続に張力をかけずに、コントロールパネルを設置開口部から
約 20 cm 引き出すことができる必要があります。
コントロールパネルに接続されているコネクタケーブルを絶対に引っ
張らないでください。

–コネクタケーブル (TIN バス) をヒーター、エアコンシステム、また
は Truma iNet Box に接続し、Truma CP plus コントロールパネルに差し
込みます。

– 12 V コネクタケーブルを差し込み、スイッチなしの 12 V 動作電圧
(永久正極) に接続します。ヒーターと Truma CP plus コントロールパネ
ルは、同じ回路に接続する必要があります。

組み立て/取り付け

–フレームを 4 本のネジで壁に固定します。

– 2 つのラッチラグを使用して、コントロールパネルの上部をフ
レームに引っ掛けます。
–コントロールパネルの上部をネジで所定の位置に固定します。
–回転プッシュボタンを軸にスライドさせます。

–コントロールパネルの上部と回転式プッシュボタンを取り付けます。

技術的な変更が行われる場合があります。
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